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小 型 トラク タ ー(駆 動 型 )を利 用 しての

甘 藷 栽 培 につ いて

内原英昇 ･島袋真巣 ･仲里 徹

(琉 球 農 業 試 験 場)

1. は じ め に
近年小型 トラクターの普 及は急速 をきわめ金 琉での

導入台数は現在 1.200台で毎月30台前後の.増加がみられ

る｡主な普及型は8-10馬力程度の大型 ロータリー耕う

ん専用横である｡そのために件策内容もナタ爪によるロ

-クリ-耕うんが主体で,琉球戯某紙険場で沖縄来島南

部 地区の利用実態を調査した結果では,年間平均利用時

間383時間中の85%を耕うん件英:こ使用され, その他の

附属件業器 (特に作解器並びにすき)は余 り所用されて

いないのが笑状である｡

このように耕うん専用を目的として現在の小判 トラク

クーは盛んに導入利用されているので,直接には作物栽

培との関連性は少なく,さらに最近では,大型 トラクタ

ー導入 (現在160台)の急激な 増加による耕うん作粟面

での肩代りが増加し,/J→塑 トラクターの利用度が縮少し

つつあって連用面に合理性を欠く傾向がある｡したが っ

て.各棟附属僻書経鰐の高度利用による栽培の技術的究明

は.導入小型トラクタ-の件業柾印の拡大と,労働生産

性向上の価から現実において泣賓な深駈となっている｡

かかる車線こ答えて･棚 諜就験勘では,現在蒔入

されている小型 トラクターを主軸とした甘甜栽培と,敬

行栽培法とを対比した場合の仲基2)能率と椅度及び収丑

に及ぼす影響とについて.1961年から筑験を実施し,現

段階で一応期待に近い成果を樽たので次の儀線化作業体

系を確立する上の磯路的な資料にしたい｡

2. 作 業 方 志 と 精 度 の 概 要

10馬力前後の小型 トラクター駆動職によって,甘鯛栽

培件業を推進するには,従来の耕うん専用機としての機

構上の特性から実務には至難の点が多い｡特に管理並び

に収健作業は,革輪で鵬をまたぐ粉含.機体の底部が畦

に当たり甘韻に現脇を与えることと,挽僻こ換体の安定

を欠くので,本試験に小型 トラクターを利用した｡執政

区は,耕払 砕土,旺立,収髄仲井などで,植付,除草,

施肥作業琴は従来の人力法で進めた｡

なお.駄験圃場の土軌 は,押紙水島中南部の耕地に6

第1囲 現在多<利用されている小判トラクター
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胡以上も分布する泥灰者土成で,地下水が一般に低く強

粕で保水-̂が最も強い土脚 であるため通常件菜の能率

と彬度が此取的に劣る条件の土壌で実施した.

日) 】餅 超 作 業

F･jGの-t碓7g.での ･般戯家の耕起件潜 ま,心臓弛 ショ

ベルによる踏込新鹿方法で行な っているので,斑行区は

それに鞄じ.小職 トラクター区はナ ク爪ロータ リ一耕 に

よる解2岡の方法で行な った｡ この場合における耕決の

槻度は,ショベル桝で25cm,ロータ リー蹄で18.7cmで

,ローグリーBH/まショベル顔 よ りも6.3cTrL勤 ､った｡

耶2阿 小判トラクターの耕起方法
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(2)静 土 作 州

紳 hfT3'l掛 土._1_･m'R･面が収も粧いた時を (土壌含水血

が23.500'であった)見はからって,慣行区は 一三未熟附中

仙で LJ偶の取紳断罪をn̂'･ない,小判トラクター区は耕起

軒男と同様の方法で紳士を行な ったが;両区の区別謝登

による土塊の分布 (塊九モoo')を示すと第]表のとおりで

ある

第1衆 土塊の大きさ
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この求 に おけ る両区の結奥は , 小型 トラクター区は

100g以 卜の細か い土塊が83.0700'で ,泥hJ('着土確としては

Itlも用 哲の紳 七率 を7-jtしているが,似行区は 21.0800'の

比率 しかな く. しか も,1.00Cg以｣この大塊が74.30,00'も

占めて紳士作繁の将皮が劣感であったoそのために,小

職 トラクター区は,植付作業は容易に出来たが,植付後

の椎茸は比蔵的繁茂して除草作業能率は餌行区より多少

簸 るようである｡

(3) 旺 立 作 業

畦立件鞄 ま郷 某試験場 の甘硝耕填まによる旺幅

lt)Ocm の2条植を基準にイ傍 を進め,慣行区は心膜塾シ

ョベルによる帯揚艦立方法で行ない小型 トラクタ-区は

クポク式にXMB型の附属帯揚器を利用して耕うん部を

回転させながら行な ったが,耕起作業の耕孜の程度が影

智 して,鵬の高さは俄行区は34cmを示したのに ,小型 ト

ラククー区は29cmで比薮的に働 七とな ったO

第3図 畦 立 法
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注 , 土壌含水盈 23.4,cc'

(4) 収 穫 作 業

班行区の収唖は 備中鍬3本_g.による掘坂を行ない,小

科 トラクター区は駆動型用として 特汲したヤビク式8吋

手渡土土較プラウを利用した｡ 作英の方法は~第4図のよ

うで水田用車輪を装諮新藤平均 33cm による1位3工程

の翠耕法で行な ったが.両区の塊根埋蔵率並びに切断率

は第2衣に示すとお りで, 小型 トラクター区の方が埋韻

の比率は即行区より11,cc'多く, 切断率は何行区の箆か9

,cc'に対し,′1､7g.トラククー区は24,00/を示している｡それ

は作業時の土壌含水二鼠 (30.2,%')の多鼠 こよる粘着が磯

か ったことと,塊根の酸度分布が大きく彪智したのであ

る｡

第4阿 収鰹作業の方法

∴
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第2衷 塊根.埋棟率と切断率
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3.試 験 結 果 と考 察
く1L)作 業別所要労 力

前項で主な件業方法を枇 したが,107-ル当たりの

＼ _:;-'-モ妻

区 別
埋 蔵 率

■収穫% 埋磯%

旧 行 区 95 5
′月払トラクター
区

8411･6

1

切 断 率

942｢1697

各棟件業の所堺労力は第3喪のとおりで
一
小型†トラクタ-

区は慣行区に比戟して総所零労力において57
.
5
,
%の予期

以上の労力節熊ができたが
,鱒に次の
点は小塑トラクタ

ーを甘閣栽培に利用する上で充分考慮する必硬がある｡

第3菱 作 業 別 所 管 労 力 (107-ル当たり純作業時間)
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A.開廷の僧雑塊根卦布の (親5図三,第6図参照)調査

鰭奥によると.小型 ト̀ラクター区は塊根の樫鹿が恨行区

よりも31cm教(♪また平面分布は粗少の歪ではあるが此

鷹的Fi;(卦布しているので,/J､塑 トラクタ-の牽引力の

最犬用力による収静炉菜密行な ったが擁碧郡ま25cmが限

(2) 仕王 行 区

産で∴しかも,運転も困難を伴い,また件菜能率も期待

する笹度はなか ったOしたが って 2Tcm以上の深耕細取

りを行なう･には適応性のある収塵用翠の駄作研究と食項二

的耕ラ賢が必要である｡

調査個体 廃度卦触 m

注 :-･区醇酎ま10cm糊方である0

第6閣 塊根の平面卦布状況

(1) /l'､塑 トラクタ-区.

1
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･7
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ll

12

22

19

25

31

22

31

16

24

30

19

24

平 均 1 2411
1

立方体 5.902.1cm3

畢商分布 3̀72.5cm芝
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(2) 慣 行 区

B.なお束試験僻集中,とくに能率渡びに作菜の難易を

左右 しているのは土壌含水鹿で,耕湛並びに砕士件華中

は25,cc/以下の禽水魔で作業は容易に出来,精度も高く.

予期に反せず労力節級は出来たが,,収穫件菜の場合は,1

月中旬の雨期に直面 して30%も越したために作業に困難

を壌めた上に.調進作薬は悦行区よりも多 くの労力を賓

しているので,泥灰浄土規における小過 トラクタ-の利

用は,相 こ土領水卦合有流に配庶する必尉 官ある｡

(2)収 』■

小型 トラクターを労働手段の主軸とした骨髄故噂にお

ける収地 ま,現在の沖鵬での一般的通念ではfEt行栽培よ

り斉 しく劣るものとされているが,来軸 の勘剖ま第4衆

のように桁行区が 107-ル当たり2,483kgに対 L/,小判

トラクタ-鑑が2.455kgで隣か2.8kgの蓋 しかなく,殆

項目

謝査個体 平面卦布cm

1 21

2

3

4

5

6

7

12

12

22

1.4

20

18

8 20

9 9

15

ll

83

18.7

平簡分布 244,･9cm2
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ど同一轟腔のl旭 と認めてもさしつかえのない職歴のも

のであるc

Lかも,その内容後みると,小胆 トラクターが上欄の

重配達で像か 25kg.劣 っているが,個数は悦行区に比して

2.550個も多くなっている. そのことは髄のそろいが即

行区に比徹して新し(良好でぬること凌示している?

な.･rs第咽 のように脚行区の絹が各親戚ビとに潤 った

形状密示さなか ったのに対して小_7即､ラグタ-匿の掴塊

は｣七磯的拘ったJ違紡卵形をなしていたO

このような現象は小判 トラク ター区の抑止作業の樹皮

の良か ったことが塊収の肥 大 破端に好膨桝を及ぼしたも

のと考えられ その点上棚 の 多数 と一光,佃 まfi陀 刺片j

する上に側制でql別こ商戯曲頗 蟹 巨他 とLでkl儲 督碗曙す

る助骨は小刑トラクター哲郎 目した-JjMIJ談も-4-1刑である

掛朗 塊 根 収 放 (107.-ル封たり)

粍敬 株塊秘塊

(本),F(k官)(kg)

個 数 (潤)

上 い も 1 下 い も

健全 ‖祉宙 ,計
｣~ 一-･-･･ ー -

;:≡ .,:;;:::::･:,1,I;忠 ;;:

I

I

近 :1･ 議個数並びに藷垂且の上は50g以上
Z. 品番はナンゴク唾である｡

健金 轡 計 -

総計

7,4876008,087120,5t37
下は49夢以下とした｡

流 しkg)

下 い も
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･(3) 単位 労 触 壷量 比硬

木試敦の目的は,生産性の向上にあるので,前項で述

べたように小型 トラクターを利用した甘議栽培法が最も

注目された収塵において,併行労働手段による栽培と殆

どかわらない上に所要労力は ▲57.5,% の節減を示してひ､

る｡この成果をもとにして,1人1日当たりの単位労働生

産虫を此敏すると第5表のようである｡

第5衷 lA且日当単位労働生産畳比戯(107-ル当たり)

所要労力 l 許 諾 蓋

指数 】人数

人 力 区
(対照区)

耕 転 機 区 ;∴ 二二 二=,:二~三

ところで班行区が 69.9kgに対 し,小型 トラクター区

は 162.･6kgと降着な差を永し,さらにそれ蜜柑数でみる

と併行区100に対して小型 トラクタ-区が232･6と多大の

結果を碍たことは労働生産性の最も低い沖縄農業に大き

77

な京塊蟹阜見る私のと考えら叡る｡

4.む す び

凍筑貌壁進める上で,基本とな ったロータリー耕うん

織のチタ釈以外の幣梁静と即せプラウ紘いた って 単純な

附羅僻策戦であるが,今後,新 しtl'ゝ梓巽耗具の開発やそ

の利潤面の研究によって 瓢配管凝税実施する 劉画であ

る｡

ところが養純鉄の成巌は,Il､塾 トラクタ-老中ふとし

た件業が泥荻岩立騒における甘頚栽培のj姐 こおいて桁

行区と軌雷同蕊を得たことと身魂横の綿 並びに形状の

債向がわか ったことである｡その点今後の甘瀧栽培の機

械化一層件業紘系を確立する上の綻験研究を推進するた

めに大きな意轟をもつものと考える｡
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